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旭市（旧干潟町）道木内遺跡出土ウマの再検討

小　川　慶一郎　

はじめに
　道木内遺跡は旧干潟町（現旭市）清和甲字道木内地
先に所在する（第１図）。1990年に主要地方道多古笹
本線県単道路改良事業に伴い発掘調査が実施された。
旧干潟町は旧椿海を干拓して形成された広大な水田地
帯、利根川水系の黒部川が複雑に開折した下総台地か
ら成る。道木内遺跡は標高50ｍほどの台地上に位置し、
遺跡が位置する台地は椿海につながる支谷と黒部川に
よって開析され、やせ尾根状を呈する。
　発掘調査の主な成果として、奈良・平安時代の集落
と中世（14世紀代主体）の台地整形区画と台地整形に
伴う遺構群が確認された。特に中世の遺構群について、
発掘調査報告書刊行時点では東総地域で希少な事例と
して取り上げられている。中世遺構群の中でも台地
整形区画の南西端に位置する001-082土坑から、ウマ

の埋葬個体が確認されている（第２図、第３図）。今
回はこの001-082土坑出土ウマの同定・計測結果から、
道木内遺跡におけるウマの利用について検討を行う。
１　資料と方法
　（１）資料
　資料は土ごと取り上げられた後、未水洗の状態であ
り、全般に風化が進み遺存状態が不良であったことか
ら、クリーニング作業と並行し、ナチュラルコート（遺
物表面コート剤）を塗布し資料の強化処理を行った。
いずれも調査時に目視による確認で採集された現地採
集資料である。なお、報告書中では「出土した馬骨は
顎と上肢骨の一部とみられ、折り重なったような状況
で出土した」と記載されていたが（千葉県文化財セン
ター 1997）、今回実見した資料は上顎骨、下顎骨、遊
離歯しか確認できなかった。

第１図　道木内遺跡位置（千葉県文化財センター 1997を一部改変）
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　（２）分析方法
同定　同定は現生標本との比較によって行った。比較
に用いた現生標本は奈良文化財研究所環境考古学研究
室所蔵の標本である。その他松井章氏の骨格図を参考
に同定を行った（松井 2008）。同定可能なすべての部
位を対象とした。第１表に同定結果の一覧を記載した。
計測　臼歯列長の計測位置はDriesch 1976、松井 2008
に従った。臼歯の計測位置は植月2011ａ、西中川ほか
2015に従った。
体高・年齢推定　西中川駿氏らの推定法（西中川ほか
2015）を使用し、臼歯中心高（HC）から年齢推定を、

臼歯列長から体高推定を行った。計測結果は計測可能
なものをすべて記載したが、年齢・体高推定は推定式
の相関が高いもののみを用いて計算した（第２表）。
その他観察項目　解体痕、加工痕、銜痕、食肉目によ
ると推測される咬痕などの痕跡は確認できなかった。
２　結果
　（１）同定結果（第１表）
　ウマの上顎骨、下顎骨、上顎歯、下顎歯が確認され
た。四肢骨など頭部以外の部位骨は確認できなかった。
なお上顎・下顎ともに切歯が確認されていること、接
合、同定が不可能な細片が存在することから、本来は

第２図　中世遺構配置（千葉県文化財センター 1997を一部改変）
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歯列が完存していたものと想定される。切歯・臼歯の
いずれも摩耗が著しい。
　（２）計測結果（第２表、第３表）
　推定年齢は18.14±1.22歳、推定体高は128.45㎝と
いう結果が得られた。
３　考察
　（１）出土遺構と埋葬状況
　001-082土坑とウマ出土状況について改めて振り返
り、ウマ埋葬状況の復元を行いたい。001-082土坑は
台地整形区画南東端に位置する（第２図、第３図）。
周囲の遺構密度は希薄で重複する遺構はない。やや崩
れた方形を呈し、長軸1.2ｍ、短軸0.7ｍ、確認面から
床面までの深さは13㎝である。覆土はロームブロック
を主体としたしまりのない土層である。ウマは頭部と
前肢が出土しており、出土状況図からは頭部に前脚が
重なる様子が分かる。
　埋葬土坑としての規模を他地域の集成結果（植
月 2013）と比較すると、比較的小型の土坑であるこ
とがうかがえる。ただし中世段階によくみられる地下
式坑などの土坑の二次利用というよりは、ウマの埋葬
姿勢に合わせた方形の平面形状から、元々埋葬土坑と
して掘削を行ったものと考えられる。また覆土の観察
結果から、自然堆積層ではなく埋め土層である可能性
が高い。なおウマの頭部は南東壁に接する形で出土し
ており、前肢の出土状況からも比較的解剖学的位置を
保っていることが分かるため、特定部位の埋納や廃
棄といった状況ではなく埋葬個体であると判断できる。
ウマの死後に埋葬用の土坑を掘削し、遺体を安置した
後に土を埋戻し埋葬を行ったものと思われる。
　（２）年齢・体高復元
　遺跡出土ウマの年齢について、中世東国では10歳前
後にピークがみられる傾向が指摘されている。近世段
階では14歳以上の高齢個体に偏る（植月 2018）。本報
告の資料に関しては、18.14±1.22歳という結果が得
られたが、中近世の東国においてかなりの老齢個体と
いえよう。また推定体高については、臼歯列長の計測
結果から128.45㎝という結果が得られた。しかし頭部
に関しては、個体ごとの変異が大きいため、四肢骨と
比較して推定体高を算出するための資料としては不向
きであることが指摘されている（植月 2011ａなど）。
ただし、計測可能な部位が臼歯に限られたため、本報
告においては、あくまで暫定的な数値として扱うこと
をご容赦願いたい。推定体高から日本在来馬の範疇に
おさまる個体であることが分かる（西中川ほか 2015）。

第３図　001-0082土坑馬骨出土状況
（千葉県文化財センター 1997を一部改変）

資料
番号 部位 左

右 数 残存位置 備考

1 上顎骨 L 1 [P2 P3 P4 M1 M2 M3x]
2 上顎骨 R 1 [P2 P3 P4 M1 M2 M3x]
3 下顎骨 L 1 [P2 P3 P4 M1 M2 M3] P2は第2咬頭のみ遺存
4 下顎骨 R 1 [P2 P3 P4 M1 M2 M3] P2は第2咬頭のみ遺存
5 上顎歯 L 1 I1
6 上顎歯 L 1 I2
7 上顎歯 R 1 I1
8 上顎歯 R 1 I2
9 下顎歯 L 1 I1
10 下顎歯 L 1 I2
11 下顎歯 R 1 I1
12 下顎歯 R 1 I2

掲載
番号 部位 左右

計測結果（㎜） 頭蓋最大長および下顎
全長の推定結果（㎜）

推定体高
（㎝）

全 前 後 ２次式 ２次式
1 上顎骨 L 69.80 
2 上顎骨 R 69.11 
3 下顎骨 L 77.60 
4 下顎骨 R 158.02 82.02 77.19 40.30 128.45

掲載
番号 部位 左

右
残存
位置

計測結果
（㎜）

推定
年齢

臼歯列
長推定
結果
（㎜）

頭蓋最大長
および下顎
全長の推定
結果（㎜）

推定
体高
（㎝）

HB HC L ２次式 ２次式 ２次式 ２次式
1 上顎歯 L M2 16.76 14.48 25.49 19.19 171.44  51.71 137.65 
1 上顎歯 R P2 24.07 16.95 29.06 15.88 143.50 48.07 123.18 
1 上顎歯 R M2 17.20 14.07 25.63  19.36 172.31 52.16 139.04 

全体 − − − 18.14
±1.22 − − 133.29

±5.75

第１表　固定結果

第２表　測定結果（臼歯列長）

第３表　計測結果（臼歯歯冠長・歯冠高）

※各推定式は西中川ほか 2015の2次回帰式を使用した
※全は全臼歯列長、前は前臼歯列長、後は後臼歯列長（松井 2008）
※−は破損等で計測不可のもの

※各推定式は西中川ほか 2015の2次回帰式を使用した
※HBはエナメル質頬側面の高さ、HCは歯根中心部での高さ（植月 2011）
※−は破損等で計測不可のもの
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中世段階の道木内遺跡は、遺構や遺物の性格から下位
の土豪層または上層農民層の屋敷地に類するものと考
えられている（千葉県文化財センター 1997）。このよ
うな中世の屋敷地や館跡では、６～14歳の壮齢個体が
多い。なお近世段階では15歳以上の老齢個体が中心を
占める。古代の牧において、軍馬の基準に満たない個
体を間引いて死馬の加工処理を行っていたため、４歳
前後の若齢個体が主体であることと比較すると、中近
世では軍用や農耕用に使役し、明確な処分のシステム
を持たないことが示唆されている（植月 2013）。
　以上の事柄をふまえると、道木内遺跡出土ウマは、
老齢で亡くなるまで飼育され、死後は手厚く葬られた
ことがうかがえる。生前の利用状況については、プロ
ポーションや銜痕が不明であるため確定的なことは言
えないが、遺跡の性格や死亡年齢を踏まえると、軍用
というよりは主に農耕馬として利用していた可能性が
高い。
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